
大牟田市立倉永小学校 

  
 

１ 学習に取り組んでいる主な分野 

□生物多様性 □海洋 ☑防災・減災 □気候変動 

□エネルギー ☑環境 □文化多様性 ☑世界遺産・文化財 

□国際理解 □平和 □人権 □ジェンダー平等 

☑福祉 □生産と消費 □その他（             ） 

 

２ ユネスコスクールとしての活動の概要 

本校は、「家庭や地域の人々とともに児童を育て

る」を学校理念としている。ＥＳＤを「家庭や地域

社会との連携を深め、未来の日本社会や郷土を支

える力を育む教育活動」と捉え、ＥＳＤの実践を通

して、友達や地域の人々と協働して課題解決を図

る力の育成を目標としている。具体的には、ＳＤＧ

１１「住み続けられるまちづくりを」、ＳＤＧ１７

「パートナーシップで目標を達成しよう」を中心

に、①減災・防災に係る学習②環境に係る学習③地

域の文化遺産に係る学習を行っている。  

 

３ 特徴的な活動事例の紹介 

○ 「災害に強いまちづくり」（防災・減災に係る学習） 

５年生「災害に強いまちづくり」では、自然

災害の現状を知り、自分や地域の人を守るため

に必要なことや地域が一体となって安全確保

ができるようにするためには、自分たちに何が

できるか考えて実践できるようになることを

ねらいとしている。 

市防災危機管理室の方の話を聞いたり、防災

センターに行って地震体験をしたりして、災害

の怖さや命を守る行動を理解し、自分にできる

ことを実践していこうという気持ちを育てる

ことができた。３学期末には、全校児童と保護

者・地域で一緒に避難所設営を行った。 

 



○ 「ふるさと再発見」（地域の文化遺産に係る学習） 

５年生「ふるさと再発見」では、校区にある

史跡やその由来を地域の方々と現地を巡り、地

域の人が史跡を大切に守ってきた思いや地域

を大事にしようとする願いを知り、自分たちに

できること考えることをねらいとしている。     

地域の方とともに史跡巡りをした後、校内で

「倉永スタンプラリー」を行い、全校児童に向

けて地域の史跡を知ってもらい、倉永校区のよ

さを発信した。また、全校の地域の方との交流

を通して、地域の人々が地域の史跡を守り継承

してきたことにも触れ、自分たちの地域への誇

り、愛着を育てることができた。  

○ 「隈川たんけん隊」（環境に係る学習） 

４年生「隈川たんけん隊」では、指標生物の

採取やＣＯＤ検査による実験等を通して得た

情報をもとに、地域の川の環境について考え、

川をはじめとする地域自然を大切にしていこ

うとすることをねらいとしている。指標生物を

採取したことで地域を流れる川は、とてもきれ

いなことが分かり、この川を大事に守っていこ

うとする気持ちを高めることができた。この学

習を通して、川の原点である森や川が流れ込む

海についても取り上げ、裏山の清掃活動や生活

水の見直し等、自分にできることを実践してい

こうとする意欲を高めることができた。  

 

３ 今後の活動計画 

次年度も「防災学習」、「環境学習」、「地域遺産学習」を中心に取組の充実を図りながら

進めていく。 

 4年生 「ゴミ減量作戦」（環境）、「隈川探検隊」（環境）、「給食探検隊」（環境） 

 5年生 「災害につよいまちづくり」（防災）、「ふるさと再発見」（地域遺産） 

 6年生 「私たちにできること」（福祉）、「未来をみつめよう」（世界遺産） 

 また、全校児童や保護者、地域の方とともに取り組む防災学習も実践していく。子ども

たちが地域の方とともに、地域やまちづくりについて考え、参画・貢献する力や態度の育

成を図っていく。 

次年度に向けて、再度カリキュラムの見直しを行い、育成する資質・能力を共通理解し

て、共通実践できるようにする。社会に開かれた教育課程として、地域や行政を巻き込み

ながら、連携し、さらに発展したＥＳＤに取り組んでいく。 
 


